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みんなで話し合って　ルール作り
～先生のトマトは　食べていいのかな？～
春、一人一株のミニトマトを、ランチルーム裏の学級園に植えました、札に名前を書いて、自分のミニトマトがどれかが分かるようにしてあります。ようやく少しずつ色づき始め、食べることができるようになってきました。先週、みんなで収穫したとき、まだまだ青い実がたくさんついていることに気づき、これから赤く熟したらたくさん食べられる！と楽しみにしていました。
実は、先週の休み時間のこと、自分のミニトマトがなくなったので、先生の株のミニトマトを、黙って食べてしまった子がいたのです。そこで、「先生のトマトは食べていいのかな？」ということを、みんなで話し合いました。もともと先生のトマトは、子ども達のトマトが途中で枯れてしまった時のために、余分に植えていたものです。
「先生のトマトは食べていいのかな？」と聞くと、全員が、「食べてはいけない」という考えでした。それぞれに、どうしてそう思うかを聞いていく中で、食べてしまった子ども達の思いに触れ、その思いに共感しながら、お互いの考えを伝え合いました。
「自分の以外は食べてはいけない。」
「人のだから、いいかどうか聞いてからでないと、食べてはいけない。」
と頭では分かっているんだけれど、
「自分のがなくなってしまって、どうしても我慢ができなかった。」
「自分のを残しておいて、少しずつ食べるなんてできない。だって、シカに食べられると思うから。」
「先生だったら、いいよって言ってくれると思った。」…
などと、食べてしまったわけを話していました。そこで、みんなでルール作りをしました。
「人のトマトは、勝手にとってはいけない。」
「食べたくなっても、がまんする。」
「相手に聞いてから、いいよって言われたら、食べてよい。」
「もしとってしまったら、相手に食べずに伝える。」
「だめだよと注意する。」
悪いことをしてしまうことって誰にだってあること、大切なのは正直に話すこと、そして、悪いと思ったときには、相手にその気持ちを一生懸命に伝え謝ること…こうしたことを繰り返し子ども達に伝えてきました。一人ひとり違った家庭環境の中で子どもたちは育っています。お互いの価値観をすり合わせながら、社会のルールについて考えるよい機会になっています。子どもたちは、4月入学以来、学級や学校という社会の中で、いろいろなことを学んでいます。
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